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平成 29年３月 31日	 	 第 19 号か わ ご え 更 女 た よ り 第19号	 	 平成 29年３月 31日か わ ご え 更 女 た よ り

（後列左より）川越支部保護司会田嶋支部長、川越市民児協芝波田会長、 
川越支部保護司会前新井支部長、富士見山田会長、ふじみ野森会長、坂戸丸山会長

（前列左より）川越市川合市長、さいたま保護観察所笹井所長、 
埼玉県更生保護女性連盟金澤会長、川越少年刑務所川村所長、 
川越市教育委員会新保教育長

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
　
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会
　
　
連
絡
所	

川
越
市
霞
ヶ
関
北
五
─
二
四
─
八
（
原
田
）

	

☎
〇
四
九
─
二
三
二
─
四
九
〇
九

第 19 号

川越市更生保護女性会

　
　第
一
部

　記
念
式
典

　
ご
来
賓
の
ご
入
壇
。
川
越
市
長
を

は
じ
め
、
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
、

県
更
女
連
盟
会
長
、
少
年
刑
務
所
長
、

市
教
育
長
に
続
き
川
越
市
内
外
か
ら

も
関
係
者
の
皆
様
が
列
席
さ
れ
る
。

ご
祝
辞
を
戴
く
。
今
日
ま
で
の
結
束

力
へ
の
労ね

ぎ
ら

い
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

へ
の
励
ま
し
に
会
員
一
同
背
筋
を
伸

ば
す
。

か
ら
得
ら
れ
る
違
法
・
有
害
情
報
に

影
響
を
受
け
、
加
害
者
に
な
る
と
い

っ
た
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
と
次
代
を

担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
庭
、
地
域
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
と
も
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
、
お
力
添
え
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　平
成
28
年
10
月
21
日
㈮

　
陽
ざ
し
が
暖
か
い
、
金
木
犀
の
花

の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
今
日
の
式

典
日
和
が
喜
ば
し
い
。
準
備
と
時
間

を
重
ね
て
、
待
ち
に
待
っ
た
此
の
日

こ
れ
で
大
丈
夫
か
、
見
落
と
し
は
な

い
か
、
互
い
に
手
順
を
確
認
し
合
う

役
員
に
、
緊
張
が
は
し
る
。
顧
み
れ

ば
こ
れ
程
に
斯
く
も
盛
大
に
、
か
つ

厳
粛
に
お
客
様
を
お
招
き
す
る
行
事

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
三
部
構
成
か

ら
成
る
、
結
成
50
周
年
記
念
式
典
の

幕
が
あ
く
。

　
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会
が
結
成

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
会
は
、
昭
和
41
年
に
「
川
越
市

更
生
保
護
婦
人
会
」
と
し
て
結
成
さ

れ
て
以
来
、
半
世
紀
に
渡
り
、
女
性

の
も
つ
温
か
さ
や
、
き
め
細
や
か
さ

を
も
っ
て
、
地
域
社
会
の
犯
罪
や
非

行
の
未
然
防
止
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
を
支
援

す
る
活
動
を
熱
心
に
継
続
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
会
が
子
育
て
支
援
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
小
中
学

校
へ
の
「
愛
の
図
書
費
」
贈
呈
を
は

じ
め
、
児
童
養
護
施
設
「
埼
玉
育
児

院
」
や
川
越
市
立
博
物
館
へ
の
支
援

な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
し

て
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
の
普
及
に
よ
り
、
生
活
が
便

利
に
な
る
一
方
で
、
青
少
年
が
犯
罪

や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
）
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
い
じ
め
な
ど
が

発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
性
的
被
害
に

遭
う
な
ど
重
大
な
事
件
も
起
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

結
成
50
周
年
を

�
祝
し
て

川
越
市
長

	

川
合
　
善
明

◆
今
年
度
の
活
動

4/19
　川
越
少
年
刑
務
所
の
誕
生
会

4/27
　保
護
司
会
懇
談
会

5/13
　県
犯
罪
予
防
保
護
司
会
・
更
女
会
合
同
研
修
会

5/15
　ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

5/17
　定
期
総
会

5/20
　市
暴
力
排
除
推
進
協
議
会
総
会	

	

市
犯
罪
被
害
者
支
援
推
進
協
議
会
総
会

5/30
　県
更
女
理
事
・
評
議
員
会

6/30
　市
青
少
年
を
育
て
る
会
議
総
会

7/中
　「
愛
の
募
金
」
活
動

7/30
　社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

	

う
ち
わ
配
り

9/16
　埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

	

結
成
65
周
年
記
念
の
集
い

10/5
　西
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

10/19
　川
越
少
年
刑
務
所
体
育
祭

10/21
　川
越
市
更
女
会
結
成
50
周
年
記
念
式
典

10/25
　第
29
回
防
犯
並
び
に
暴
力
排
除
推
進
大
会

11/9
　４
地
区
交
流
会	

富
士
見
地
区

11/18
　第
63
回
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会

11/18
　川
越
少
年
刑
務
所
文
化
祭

12/21
　保
護
司
忘
年
会

平
成
29
年

1/19
　新
会
員
研
修
会

1/20
　川
越
少
年
刑
務
所
成
人
式

2/2
　新
年
会

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し
て

	

霞
ケ
関
北
地
区
　
中
村
美
恵
子

　
前
日
の
暑
さ
と
違
い
爽
や
か
な
朝

を
迎
え
た
５
月
８
日
、
私
は
伊
佐
沼

公
園
で
開
催
さ
れ
た
“
ふ
れ
あ
い
福

祉
ま
つ
り
”
で
会
場
案
内
図
を
配
布

す
る
手
伝
い
で
初
参
加
し
ま
し
た
。

配
布
場
所
は
、
私
が
よ
く
利
用
す
る

場
所
だ
っ
た
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
か

ら
は
暑
さ
が
戻
り
、
太
鼓
演
舞
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
を
踊
る
方
々
は
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
合
間
に
催

し
物
や
出
店
等
を
見
て
歩
き
、
多
く

の
方
々
の
力
で
企

画
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、

改
め
て
感
動
し
ま

し
た
。
来
年
も
是

非
お
手
伝
い
を
さ

さ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
気
持
ち

で
一
日
を
終
え
ま

し
た
。

川
越
少
年
刑
務
所
の
誕
生
会
に
参
加
し
て

	

福
原
地
区
　
横
川
　
博
子

　
４
月
19
日
、
川
越
少
年
刑
務
所
の

誕
生
会
へ
招
か
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
に
は
ス
ラ
イ
ド
が
映
し
出
さ
れ
て

い
る
中
、
ヤ
カ
ン
に
入
っ
た
コ
コ
ア

を
注
い
で
回
り
ま
し
た
。「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
声
掛
け
に
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
一
言
で

胸
に
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
内
の
見
学
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
対
抗
戦
に
向
け
て

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
７
月
に
は
保
護
者
会
も

予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
初
め

て
の
体
験
で
し
た
が
学
ぶ
事
が
多
く

あ
り
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

小
学
校
へ
愛
の
図
書
費
贈
呈

　
平
成
28
年
９
月
５
日
・
６
日
、
原

田
会
長
と
地
元
理
事
が
高
階
南
小
、

寺
尾
小
、
高
階
西
小
、
今
成
小
、
月
越

小
と
５
校
の
小
学
校
を
訪
問
。
贈
呈

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
女
会

の
活
動
へ
の
ご
理
解
い
た
だ
き
今
後

の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
昨
年
度
、
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会
も

結
成
五
十
周
年
を
迎
え
会
員
の
皆
様
方
に

も
共
に
祝
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
「
五
十

周
年
記
念
式
典
」
の
様
子
を
主
と
し
て
広

報
を
作
成
致
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
渡
り
、
ご
活
躍
頂
い
た
皆
様
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
今
ま
で
の
歴
史
に
恥

じ
ぬ
よ
う
《
い
つ
く
し
み
》
の
心
で
今
後
も

更
に
活
動
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
式
典
に
関
し
ま
し
て
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
方
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。	

（
関
根
）

	

編
集
委
員
　
　
田
邊
　
純
子

	

水
井
　
和
江
　
関
根
真
奈
美
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受
賞
お
め
で
と
う

『
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

結
成
六
十
五
周
年
記
念
の
集
い
』

平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
（
金
）

　
戸
田
市
文
化
会
館

○
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所

　
　
所
長
感
謝
状	

板
橋
眞
里
子

	

矢
島
　
和
子

	

坪
井
　
靖
子

	

三
浦
あ
や
子

	

大
野
　
明
子

	

永
浜
　
典
子

	

武
藤
　
弘
美

○
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　
　
会
長
表
彰	

宇
佐
美
直
美

	

永
島
恵
美
子

	

平
塚
　
敦
子

	

山
岸
　
富
子

	

岩
崎
　
照
代

	

岸
野
　
素
子

	

醍
醐
ノ
リ
子

	

長
谷
川
八
重
子

	

石
川
　
信
子

	

三
村
　
清
子

	

水
村
　
清
美

愛の募金
募金総額
� 733,560円
県更女連盟
� 183,000円
地区活動費
� 550,560円
上記の通りご報告致します。

　　会計　野㟢　昭子
　　　　　井上　順子

I I

I I

総
勢
130
名
揃
っ
て

�

祝
う
感
動
の
一
日
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平成 29年３月 31日	 	 第 19 号か わ ご え 更 女 た よ り 第19号	 	 平成 29年３月 31日か わ ご え 更 女 た よ り

歴代会長へ感謝状を贈呈

左から
５代会長
　馬場幸子様
６代会長
　小島ひで様
７代会長
　東海林直子様
８代会長
　小澤好子様
四地区会長の皆様
坂戸地区丸山会長
ふじみ野地区森会長
富士見地区山田会長

記念誌“いつくしみ”を
手にして

 

い
つ
く
し
み

　
　
　共
に
つ
な
い
だ 
50
年

祝

 

い
つ
く
し
み

　
　
　共
に
つ
な
い
だ 
50
年

　
川
越
市
伝
統
の
華
や
か
な
川
越
ま

つ
り
も
一
週
間
ほ
ど
前
に
終
わ
り
、

街
は
い
つ
も
通
り
の
活
気
を
呈
し
て

お
り
ま
す
。

　
本
日
、
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会

の
結
成
50
周
年
記
念
式
典
が
、
川
越

市
長
様
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
会
員
多
数
出

席
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
来
賓
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会

は
、
先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

昭
和
41
年
５
月
に
結
成
さ
れ
、
本
年
、

平
成
28
年
に
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

50
年
と
い
え
ば
大
き
な
節
目
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
50
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
更
生
保
護
活
動
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
数
少
な
い
資
料

を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
こ
に
は

熱
心
に
活
動
し
て
い
る
先
輩
方
の
姿

が
垣
間
見
え
、
新
鮮
な
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
私
た
ち
の
現

在
の
活
動
の
元
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
と
心
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
記
念

誌
に
は
で
き
る
限
り
過
去
の
資
料
を

載
せ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
参
考
に
す

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
に
は
「
婦
人
会
」
を

「
女
性
会
」
に
改
め
、
地
区
と
会
員

数
の
変
動
を
乗
り
越
え
、
現
在
ま
で

非
行
や
犯
罪
防
止
の
た
め
明
る
い
社

会
づ
く
り
を
中
心
と
し
て
更
生
保
護

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、
埼
玉
県
更
生

保
護
女
性
連
盟
よ
り
「
子
育
て
支
援
」

地
域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
子
育
て

支
援
は
青
少
年
健
全
育
成
の
基
本
で

あ
り
社
会
で
も
い
ま
一
番
重
要
視
さ

れ
て
い
る
課
題
で
す
。
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
形
で
積
極
的
に
活
動
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係

者
の
評
価
も
よ
く
有
益
な
活
動
で
し

た
。

　
私
た
ち
は
、
50
周
年
を
機
に
過
去

の
歴
史
か
ら
も
学
び
も
う
一
度
更
生

保
護
の
意
義
を
見
直
し
推
進
力
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
感
激
を

胸
に
、
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
結
成
50
周
年
記
念
事
業

の
実
施
に
当
た
り
、
関
係
機
関
の
皆

様
、
歴
代
会
長
の
皆
様
に
は
、
終
始

温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
申
し
上
げ
ま
し
て
式
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

　歴
代
会
長
に
感
謝

	

副
会
長
　
新
井
　
と
よ

　
民
生
委
員
の
委
嘱
を
受
け
た
と
同

時
に
、
更
女
会
員
と
な
る
。
民
生
委

員
の
活
動
が
主
の
30
年
。
愛
の
募
金
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
。
少
年
刑

務
所
の
諸
行
事
の
参
加
な
ど
、
民
生

委
員
退
任
後
、
更
女
会
本
部
役
員
と

し
て
の
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　
結
成
50
周
年
記
念
誌
の
作
成
、
記

念
式
典
挙
行
の
準
備
に
と
理
事
会
の

活
動
が
始
ま
り
、
先
輩
の
方
々
を
訪

ね
資
料
の
提
供
、
式
典
の
日
程
や
費

用
の
点
ま
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
。
会
員
の
負
担
を
少
し
で
も
少

な
く
済
む
様
、
多
大
な
る
ご
支
援
も
、

歴
代
会
長
さ
ん
か
ら
戴
い
た
。
そ
し

て
式
典
当
日
に
元
気
に
出
席
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

原
田
会
長
は
じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
盛
大
な
式
典
と
な
っ
た
事
、

立
派
な
記
念
誌
が
出
来
た
事
、
感
激

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
川
越
更
女
の

発
展
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　母
も
あ
る
い
た
更
女
会

	

書
記
　
松
平
　
靜
江

　
私
が
民
生
委

員
に
な
っ
て
３

年
目
更
女
会
の

理
事
交
代
と
の

こ
と
で
、
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。「
民

生
委
員
の
仕
事
だ
け
で
も
忙
し
い
の

に
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
民

協
会
長
の
「
十
地
区
を
つ
な
げ
た
い
」

の
一
言
で
、
ず
ー
っ
と
会
員
で
お
り

ま
し
た
。
更
女
会
の
会
長
に
な
ら
れ

た
小
澤
さ
ん
の
依
頼
を
受
け
、
断
り

き
れ
ず
に
本
部
書
記
に
。
こ
こ
迄
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
入
会
し
て
い

た
だ
け
で
は
知
り
え
な
か
っ
た
、
更

女
会
の
こ
ま
や
か
な
社
会
参
加
、
地

道
な
働
き
に
、
更
女
の
存
在
意
義
の

必
要
性
に
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　
最
近
、
母
の
遺
品
の
中
に
、
更
女

の
た
す
き
を
み
つ
け
、
40
年
も
前
に

東
京
で
、
母
も
更
女
に
関
わ
っ
て
い

た
事
を
知
り
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ

ま
し
た
。
結
成
50
周
年
に
思
う
こ
と
、

更
女
の
働
き
は
、
パ
ッ
と
目
に
つ
く

様
な
派
手
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
切
な
仕
事
、
社
会
に
浸
透
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
入
会
し
て
30
年
を
過
ぎ

た
今
を
感
謝
し
ま
す
。

　
　

�

第
二
部

　記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
伊
藤
ち
ゑ
さ
ん
に

依
る
「
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
日

本
の
歌
」。
き
ゃ
し
ゃ
な
お
姿
か
ら
は

想
像
も
つ
か
な
い
声
量
が
、
式
場
の

空
気
を
一
変
す
る
。

さ
す
が
プ
ロ
！
　
澄
ん
だ
歌
声
は
隅

ず
み
に
ま
で
。

　“
う
さ
ぎ
追
い
し
　
か
の
山
…
♪
”

“
た
き
火
だ
　
た
き
火
だ
…
♪
”
誰
も

が
口
ず
さ
む
懐
か
し
い
歌
々
。
そ
の

景
色
が
浮
か
ん
で
く
る
。

し
か
し
時
代
の
背
景
が

変
わ
り
、
子
ど
も
達
か

ら
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る

童
謡
。「
詩
の
優
し
さ
や
、

温
も
り
を
歌
い
伝
え
た

い
」
と
伊
藤
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
歌
劇“
乾
杯
の
歌
”に

心
ふ
る
え
る
感
動
！

　
　

�

第
三
部

　記
念
祝
賀
会

　
大
広
間
に
場
所
を
移
し
て
の
、
宴う

た
げ

の
席
。
和
や
か
に
歓
談
が
は
ず
む
。

舞
台
で
は
、
高
階
地
区
、
民
生
委
員

更
女
会
々
員
、
宮
沢
洋
子
さ
ん
の
日

本
舞
踊
の
披
露
が
は
じ
ま
っ
た
。
し

ば
し
会
話
が
途
切
れ
、
心
地
よ
い
静

か
さ
が
、
優
雅
な
踊
り
を
一
段
と

鮮
や
か
に
す
る
。
そ
の
淑
や
か
さ
や
、

毅
然
と
し
た
立
居
振
舞
に
、
す
っ
か

り
釘
づ
け
。
女
舞
、
男
舞
を
扇
で
使

い
分
け
、
目
線
や
足
捌さ

ば

き
で
表
現
す

る
。
日
舞
に
興
味
を
持
ち
東
京
ま
で

通
い
習
っ
て
の
25
年
。「
請
わ
れ
た
ら

喜
ん
で
、
見
て
頂
き
ま
す
。
私
の
健

康
の
秘
訣
」
と
宮
沢
さ
ん
。
勿
論
、
拍

手
喝
采
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

	

（
田
邊
）

結
成
50
周
年
を

�

記
念
に
し
て

会
長

	

原
田
　
菊
子

“青
せい

海
がい

波
は

”を舞う



（２）（３）

平成 29年３月 31日	 	 第 19 号か わ ご え 更 女 た よ り 第19号	 	 平成 29年３月 31日か わ ご え 更 女 た よ り

歴代会長へ感謝状を贈呈

左から
５代会長
　馬場幸子様
６代会長
　小島ひで様
７代会長
　東海林直子様
８代会長
　小澤好子様
四地区会長の皆様
坂戸地区丸山会長
ふじみ野地区森会長
富士見地区山田会長

記念誌“いつくしみ”を
手にして

 

い
つ
く
し
み

　
　
　共
に
つ
な
い
だ 

50
年

祝

 

い
つ
く
し
み

　
　
　共
に
つ
な
い
だ 

50
年

　
川
越
市
伝
統
の
華
や
か
な
川
越
ま

つ
り
も
一
週
間
ほ
ど
前
に
終
わ
り
、

街
は
い
つ
も
通
り
の
活
気
を
呈
し
て

お
り
ま
す
。

　
本
日
、
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会

の
結
成
50
周
年
記
念
式
典
が
、
川
越

市
長
様
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
会
員
多
数
出

席
の
も
と
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
来
賓
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会

は
、
先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

昭
和
41
年
５
月
に
結
成
さ
れ
、
本
年
、

平
成
28
年
に
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

50
年
と
い
え
ば
大
き
な
節
目
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
50
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
更
生
保
護
活
動
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
数
少
な
い
資
料

を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
そ
こ
に
は

熱
心
に
活
動
し
て
い
る
先
輩
方
の
姿

が
垣
間
見
え
、
新
鮮
な
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
私
た
ち
の
現

在
の
活
動
の
元
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
と
心
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
記
念

誌
に
は
で
き
る
限
り
過
去
の
資
料
を

載
せ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
参
考
に
す

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
に
は
「
婦
人
会
」
を

「
女
性
会
」
に
改
め
、
地
区
と
会
員

数
の
変
動
を
乗
り
越
え
、
現
在
ま
で

非
行
や
犯
罪
防
止
の
た
め
明
る
い
社

会
づ
く
り
を
中
心
と
し
て
更
生
保
護

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、
埼
玉
県
更
生

保
護
女
性
連
盟
よ
り
「
子
育
て
支
援
」

地
域
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
子
育
て

支
援
は
青
少
年
健
全
育
成
の
基
本
で

あ
り
社
会
で
も
い
ま
一
番
重
要
視
さ

れ
て
い
る
課
題
で
す
。
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
形
で
積
極
的
に
活
動
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係

者
の
評
価
も
よ
く
有
益
な
活
動
で
し

た
。

　
私
た
ち
は
、
50
周
年
を
機
に
過
去

の
歴
史
か
ら
も
学
び
も
う
一
度
更
生

保
護
の
意
義
を
見
直
し
推
進
力
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
感
激
を

胸
に
、
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。

　
結
び
に
、
結
成
50
周
年
記
念
事
業

の
実
施
に
当
た
り
、
関
係
機
関
の
皆

様
、
歴
代
会
長
の
皆
様
に
は
、
終
始

温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
申
し
上
げ
ま
し
て
式
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

　歴
代
会
長
に
感
謝

	
副
会
長
　
新
井
　
と
よ

　
民
生
委
員
の
委
嘱
を
受
け
た
と
同

時
に
、
更
女
会
員
と
な
る
。
民
生
委

員
の
活
動
が
主
の
30
年
。
愛
の
募
金
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
。
少
年
刑

務
所
の
諸
行
事
の
参
加
な
ど
、
民
生

委
員
退
任
後
、
更
女
会
本
部
役
員
と

し
て
の
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

　
結
成
50
周
年
記
念
誌
の
作
成
、
記

念
式
典
挙
行
の
準
備
に
と
理
事
会
の

活
動
が
始
ま
り
、
先
輩
の
方
々
を
訪

ね
資
料
の
提
供
、
式
典
の
日
程
や
費

用
の
点
ま
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

い
た
。
会
員
の
負
担
を
少
し
で
も
少

な
く
済
む
様
、
多
大
な
る
ご
支
援
も
、

歴
代
会
長
さ
ん
か
ら
戴
い
た
。
そ
し

て
式
典
当
日
に
元
気
に
出
席
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

原
田
会
長
は
じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
盛
大
な
式
典
と
な
っ
た
事
、

立
派
な
記
念
誌
が
出
来
た
事
、
感
激

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
川
越
更
女
の

発
展
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　母
も
あ
る
い
た
更
女
会

	

書
記
　
松
平
　
靜
江

　
私
が
民
生
委

員
に
な
っ
て
３

年
目
更
女
会
の

理
事
交
代
と
の

こ
と
で
、
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。「
民

生
委
員
の
仕
事
だ
け
で
も
忙
し
い
の

に
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
民

協
会
長
の
「
十
地
区
を
つ
な
げ
た
い
」

の
一
言
で
、
ず
ー
っ
と
会
員
で
お
り

ま
し
た
。
更
女
会
の
会
長
に
な
ら
れ

た
小
澤
さ
ん
の
依
頼
を
受
け
、
断
り

き
れ
ず
に
本
部
書
記
に
。
こ
こ
迄
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
入
会
し
て
い

た
だ
け
で
は
知
り
え
な
か
っ
た
、
更

女
会
の
こ
ま
や
か
な
社
会
参
加
、
地

道
な
働
き
に
、
更
女
の
存
在
意
義
の

必
要
性
に
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　
最
近
、
母
の
遺
品
の
中
に
、
更
女

の
た
す
き
を
み
つ
け
、
40
年
も
前
に

東
京
で
、
母
も
更
女
に
関
わ
っ
て
い

た
事
を
知
り
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ

ま
し
た
。
結
成
50
周
年
に
思
う
こ
と
、

更
女
の
働
き
は
、
パ
ッ
と
目
に
つ
く

様
な
派
手
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
切
な
仕
事
、
社
会
に
浸
透
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
入
会
し
て
30
年
を
過
ぎ

た
今
を
感
謝
し
ま
す
。

　
　

�

第
二
部

　記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
伊
藤
ち
ゑ
さ
ん
に

依
る
「
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
日

本
の
歌
」。
き
ゃ
し
ゃ
な
お
姿
か
ら
は

想
像
も
つ
か
な
い
声
量
が
、
式
場
の

空
気
を
一
変
す
る
。

さ
す
が
プ
ロ
！
　
澄
ん
だ
歌
声
は
隅

ず
み
に
ま
で
。

　“
う
さ
ぎ
追
い
し
　
か
の
山
…
♪
”

“
た
き
火
だ
　
た
き
火
だ
…
♪
”
誰
も

が
口
ず
さ
む
懐
か
し
い
歌
々
。
そ
の

景
色
が
浮
か
ん
で
く
る
。

し
か
し
時
代
の
背
景
が

変
わ
り
、
子
ど
も
達
か

ら
遠
く
な
り
つ
つ
あ
る

童
謡
。「
詩
の
優
し
さ
や
、

温
も
り
を
歌
い
伝
え
た

い
」
と
伊
藤
さ
ん
は
言

い
ま
す
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
歌
劇“
乾
杯
の
歌
”に

心
ふ
る
え
る
感
動
！

　
　

�

第
三
部

　記
念
祝
賀
会

　
大
広
間
に
場
所
を
移
し
て
の
、
宴う

た
げ

の
席
。
和
や
か
に
歓
談
が
は
ず
む
。

舞
台
で
は
、
高
階
地
区
、
民
生
委
員

更
女
会
々
員
、
宮
沢
洋
子
さ
ん
の
日

本
舞
踊
の
披
露
が
は
じ
ま
っ
た
。
し

ば
し
会
話
が
途
切
れ
、
心
地
よ
い
静

か
さ
が
、
優
雅
な
踊
り
を
一
段
と

鮮
や
か
に
す
る
。
そ
の
淑
や
か
さ
や
、

毅
然
と
し
た
立
居
振
舞
に
、
す
っ
か

り
釘
づ
け
。
女
舞
、
男
舞
を
扇
で
使

い
分
け
、
目
線
や
足
捌さ

ば

き
で
表
現
す

る
。
日
舞
に
興
味
を
持
ち
東
京
ま
で

通
い
習
っ
て
の
25
年
。「
請
わ
れ
た
ら

喜
ん
で
、
見
て
頂
き
ま
す
。
私
の
健

康
の
秘
訣
」
と
宮
沢
さ
ん
。
勿
論
、
拍

手
喝
采
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

	

（
田
邊
）

結
成
50
周
年
を

�

記
念
に
し
て

会
長

	

原
田
　
菊
子

“青
せい

海
がい

波
は

”を舞う



（４）（１）

平成 29年３月 31日	 	 第 19 号か わ ご え 更 女 た よ り 第19号	 	 平成 29年３月 31日か わ ご え 更 女 た よ り

（後列左より）川越支部保護司会田嶋支部長、川越市民児協芝波田会長、 
川越支部保護司会前新井支部長、富士見山田会長、ふじみ野森会長、坂戸丸山会長

（前列左より）川越市川合市長、さいたま保護観察所笹井所長、 
埼玉県更生保護女性連盟金澤会長、川越少年刑務所川村所長、 
川越市教育委員会新保教育長

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
　
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会
　
　
連
絡
所	

川
越
市
霞
ヶ
関
北
五
─
二
四
─
八
（
原
田
）

	

☎
〇
四
九
─
二
三
二
─
四
九
〇
九

第 19 号

川越市更生保護女性会

　
　第
一
部

　記
念
式
典

　
ご
来
賓
の
ご
入
壇
。
川
越
市
長
を

は
じ
め
、
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
、

県
更
女
連
盟
会
長
、
少
年
刑
務
所
長
、

市
教
育
長
に
続
き
川
越
市
内
外
か
ら

も
関
係
者
の
皆
様
が
列
席
さ
れ
る
。

ご
祝
辞
を
戴
く
。
今
日
ま
で
の
結
束

力
へ
の
労ね

ぎ
ら

い
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

へ
の
励
ま
し
に
会
員
一
同
背
筋
を
伸

ば
す
。

か
ら
得
ら
れ
る
違
法
・
有
害
情
報
に

影
響
を
受
け
、
加
害
者
に
な
る
と
い

っ
た
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
と
次
代
を

担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成
し
て
い

く
た
め
に
は
、
家
庭
、
地
域
、
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
が

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
と
も
、
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
、
お
力
添
え
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　平
成
28
年
10
月
21
日
㈮

　
陽
ざ
し
が
暖
か
い
、
金
木
犀
の
花

の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
今
日
の
式

典
日
和
が
喜
ば
し
い
。
準
備
と
時
間

を
重
ね
て
、
待
ち
に
待
っ
た
此
の
日

こ
れ
で
大
丈
夫
か
、
見
落
と
し
は
な

い
か
、
互
い
に
手
順
を
確
認
し
合
う

役
員
に
、
緊
張
が
は
し
る
。
顧
み
れ

ば
こ
れ
程
に
斯
く
も
盛
大
に
、
か
つ

厳
粛
に
お
客
様
を
お
招
き
す
る
行
事

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
三
部
構
成
か

ら
成
る
、
結
成
50
周
年
記
念
式
典
の

幕
が
あ
く
。

　
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会
が
結
成

50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
会
は
、
昭
和
41
年
に
「
川
越
市

更
生
保
護
婦
人
会
」
と
し
て
結
成
さ

れ
て
以
来
、
半
世
紀
に
渡
り
、
女
性

の
も
つ
温
か
さ
や
、
き
め
細
や
か
さ

を
も
っ
て
、
地
域
社
会
の
犯
罪
や
非

行
の
未
然
防
止
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
を
支
援

す
る
活
動
を
熱
心
に
継
続
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
会
が
子
育
て
支
援
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
小
中
学

校
へ
の
「
愛
の
図
書
費
」
贈
呈
を
は

じ
め
、
児
童
養
護
施
設
「
埼
玉
育
児

院
」
や
川
越
市
立
博
物
館
へ
の
支
援

な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
し

て
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
の
普
及
に
よ
り
、
生
活
が
便

利
に
な
る
一
方
で
、
青
少
年
が
犯
罪

や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
）
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
い
じ
め
な
ど
が

発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
性
的
被
害
に

遭
う
な
ど
重
大
な
事
件
も
起
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

結
成
50
周
年
を

�

祝
し
て

川
越
市
長

	

川
合
　
善
明

◆
今
年
度
の
活
動

4/19
　川
越
少
年
刑
務
所
の
誕
生
会

4/27
　保
護
司
会
懇
談
会

5/13
　県
犯
罪
予
防
保
護
司
会
・
更
女
会
合
同
研
修
会

5/15
　ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

5/17
　定
期
総
会

5/20
　市
暴
力
排
除
推
進
協
議
会
総
会	

	

市
犯
罪
被
害
者
支
援
推
進
協
議
会
総
会

5/30
　県
更
女
理
事
・
評
議
員
会

6/30
　市
青
少
年
を
育
て
る
会
議
総
会

7/中
　「
愛
の
募
金
」
活
動

7/30
　社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

	

う
ち
わ
配
り

9/16
　埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

	

結
成
65
周
年
記
念
の
集
い

10/5
　西
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

10/19
　川
越
少
年
刑
務
所
体
育
祭

10/21
　川
越
市
更
女
会
結
成
50
周
年
記
念
式
典

10/25
　第
29
回
防
犯
並
び
に
暴
力
排
除
推
進
大
会

11/9
　４
地
区
交
流
会	

富
士
見
地
区

11/18
　第
63
回
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会

11/18
　川
越
少
年
刑
務
所
文
化
祭

12/21
　保
護
司
忘
年
会

平
成
29
年

1/19
　新
会
員
研
修
会

1/20
　川
越
少
年
刑
務
所
成
人
式

2/2
　新
年
会

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し
て

	

霞
ケ
関
北
地
区
　
中
村
美
恵
子

　
前
日
の
暑
さ
と
違
い
爽
や
か
な
朝

を
迎
え
た
５
月
８
日
、
私
は
伊
佐
沼

公
園
で
開
催
さ
れ
た
“
ふ
れ
あ
い
福

祉
ま
つ
り
”
で
会
場
案
内
図
を
配
布

す
る
手
伝
い
で
初
参
加
し
ま
し
た
。

配
布
場
所
は
、
私
が
よ
く
利
用
す
る

場
所
だ
っ
た
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
か

ら
は
暑
さ
が
戻
り
、
太
鼓
演
舞
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
民
謡
を
踊
る
方
々
は
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
合
間
に
催

し
物
や
出
店
等
を
見
て
歩
き
、
多
く

の
方
々
の
力
で
企

画
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、

改
め
て
感
動
し
ま

し
た
。
来
年
も
是

非
お
手
伝
い
を
さ

さ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
気
持
ち

で
一
日
を
終
え
ま

し
た
。

川
越
少
年
刑
務
所
の
誕
生
会
に
参
加
し
て

	

福
原
地
区
　
横
川
　
博
子

　
４
月
19
日
、
川
越
少
年
刑
務
所
の

誕
生
会
へ
招
か
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
に
は
ス
ラ
イ
ド
が
映
し
出
さ
れ
て

い
る
中
、
ヤ
カ
ン
に
入
っ
た
コ
コ
ア

を
注
い
で
回
り
ま
し
た
。「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
声
掛
け
に
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
一
言
で

胸
に
こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
内
の
見
学
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
対
抗
戦
に
向
け
て

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
７
月
に
は
保
護
者
会
も

予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
初
め

て
の
体
験
で
し
た
が
学
ぶ
事
が
多
く

あ
り
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

小
学
校
へ
愛
の
図
書
費
贈
呈

　
平
成
28
年
９
月
５
日
・
６
日
、
原

田
会
長
と
地
元
理
事
が
高
階
南
小
、

寺
尾
小
、
高
階
西
小
、
今
成
小
、
月
越

小
と
５
校
の
小
学
校
を
訪
問
。
贈
呈

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
女
会

の
活
動
へ
の
ご
理
解
い
た
だ
き
今
後

の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
昨
年
度
、
川
越
市
更
生
保
護
女
性
会
も

結
成
五
十
周
年
を
迎
え
会
員
の
皆
様
方
に

も
共
に
祝
っ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
「
五
十

周
年
記
念
式
典
」
の
様
子
を
主
と
し
て
広

報
を
作
成
致
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
渡
り
、
ご
活
躍
頂
い
た
皆
様
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
と
今
ま
で
の
歴
史
に
恥

じ
ぬ
よ
う
《
い
つ
く
し
み
》
の
心
で
今
後
も

更
に
活
動
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
式
典
に
関
し
ま
し
て
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
方
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。	

（
関
根
）

	

編
集
委
員
　
　
田
邊
　
純
子

	

水
井
　
和
江
　
関
根
真
奈
美
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受
賞
お
め
で
と
う

『
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

結
成
六
十
五
周
年
記
念
の
集
い
』

平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
（
金
）

　
戸
田
市
文
化
会
館

○
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所

　
　
所
長
感
謝
状	

板
橋
眞
里
子

	

矢
島
　
和
子

	

坪
井
　
靖
子

	

三
浦
あ
や
子

	

大
野
　
明
子

	

永
浜
　
典
子

	

武
藤
　
弘
美

○
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　
　
会
長
表
彰	

宇
佐
美
直
美

	

永
島
恵
美
子

	

平
塚
　
敦
子

	

山
岸
　
富
子

	

岩
崎
　
照
代

	

岸
野
　
素
子

	

醍
醐
ノ
リ
子

	

長
谷
川
八
重
子

	

石
川
　
信
子

	

三
村
　
清
子

	
水
村
　
清
美

愛の募金
募金総額
� 733,560円
県更女連盟
� 183,000円
地区活動費
� 550,560円
上記の通りご報告致します。

　　会計　野㟢　昭子
　　　　　井上　順子

I I

I I

総
勢
130
名
揃
っ
て

�

祝
う
感
動
の
一
日


